
喜界島南方の漸深海帯上部岩礁底

で見られた刺胞動物群集

藤岡　義三＊1

1997 年９月 ５～ａ 日 ， 喜 界 島 南 方ft  15 km 沖 Ｕﾋ 掵28‘09 ’， 東 経129 ｀55’） の 水 深153 ～375

m の 岩 礁 蠢 に お い て， 潜 水 調 査 船 「 し ん か い2000 」 及 ぴ 遠 隔 操 作 無 人 探 索 機 「Dolphin-3K 」

を 用 い て ， 漸 深 海 幣 底 生 生物 の 生 態 観 察 を 行 っ た。 海 綿 動 物 と 剌 胞助 物 か優 占 する 生 物 群 築 の

存 在 か 確 認 さ れ ， 分 類 群 組 成 や 分 布 特 性 な どは 南 西 諸 島 の 他 の 深 海 岩 駟域 と共 油 する 特 徽 を 示

し た 。 刺 胞 男 物 で は ， ナ ン ヨウ ギ今 ン ゴ （Syylｓsａ，4g ｓ,ｕ） と キ 七 ルサ ンゴ （SI・oJielit・yｌゐ,a

の サ ン ゴ モ ド キ 類2 植 ， 及 び ト ゲ ヤ ギ 類 （ＡｃａｎthQgoｒgiidae） 数 穐 が 優 占 し ， 量 前 に は 少 な い

も の の ア カ サ ンゴ(Coralli ・。りI邨sjjicIｓ ） の 生 息 も確 認 さ れ た 。 ス テ レ オ カ メ ラｉ 像 の 定 皿

解 折 を 行 っ た と こ ろ 。 扉 体 数 密 度は 剌 胞 動 物 で5.4 ～27jN/ 皿2， 灘 綿 動 物 で9.3-･71.9N/m2 と

い う極 め て 高 い 他 が 得 ら れ， 両 者 の 出 現 状 況 に は 弱 い 負 の相 関 か 認 めら れ た。 刺胞 動 物 は 海 綿

勁 勧 よ り も 堆 釈 物 の 少 な い 露 出 し た 岩 黻 上 で擾 占 す る な ど， 底 賢 や疝 咄瀘 な ど の徴 細 な 生 息 環

境 を め ぐ る 差 異 か 存 在 し ， 各々 の 摂 酥 器 官 の 惆能 と の 関連 性 か 示唆 さ れ た。

キ ー ワ ー ド ： 刹 胞 動 物 。 腔 腸 梟 物 ， 海 綿 動 物 ， サ ンゴ。 底 生 生鋤 。 漸 深 海 帝

Cnidarian communities on the rocky

bottom  of upper bathyal zone off

Kikai Island, southern Japan

Yosliimi FUJIOKA *2

An  underwater  survey  on  bentbic  communities  around  the upper  balhyal *one  was  carried out

by  means  of the  submersible  "Shinkai  2000"  in 195-313m  deep  waters  and  by  the  remotely

operated  vehicle "Dolphin  3K''  in depths  of 153-375m  at the bank  <2&#C9'N.  ≫29*5S*E)  oS  Kikai

Island  in southern  Japan,  A  unique  benthic  community,
 in which  cnidarians  an<l sj>ongcs  were

l>redomiiiantly  distributed, has  been  observed  on  the  rocky  substratum  The  characteristics of

the  composition  of taxa  and  their distribution patterns  were  common  to those  found  in some

other  legions  along  the  Nansei  Islands,  although  (he  dominant  spccies  sometimes  differed

among  the  survey  areas.  Among  the  cnidarians,  two  specics  belonging  to the  family

Stylasteridae,  Stytasler elegons  and  SUnohetia  yobci. and  some  unidentified  gorgonians  w^ere

recognized  as the  dominant  species  in (his area. Living  Comlhum  japontoon.  which  has  been

known  as  a kind  of precious  coral, was  also obsei-vcd, but  rhe  abundance  was  not high. I"he

results  of analysis  based  on  the  stereographs  installed in the  "Shinkai  2000  " exhibited  high

densities  wilh  5.4 -27.0 N/m2  lor cnidarians  and  9,3-71.9  N/m2  foi si>onges.  and  a  negative

correlation  was  lecognized  between  the  colony  densities of these two  taxa It  is suspected  that

the  difference  in theii habitats*  in which  the  cnidarians  were  predominantly  distributed  on

eoai'Ser rocky  bottom  undergoing  high  bottom  current  without  sedimentation  than  the sj>onges.
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1. は じ め に

漸深海帶の底生生物に関する研究は， 従来から 海洋資

源調査に よ９て得られた採集物に基づいて行われ， また

近年は潜水調査船に よる生慧観察が大きな役創を演じて

きた。 海洋資源調査ではドレッジやトロ ールな どの孫集

概器の機龍上，砂底 や泥底の生物群集を対象とすること

が多く。 したがって 深海岩世底 の生勧群集に関する知見

は極めて剿られたものとなってい た。

一方，潜水詢査船｢ しんかい2{}(10)や｢ しんかい6500｣

による深 海生物の生態調査は。 大きく分けて以 下の三つ

の視点 から展開 されて きた。す なわち，① ズワイガニ，

ベニズワイガニ， タカアシガニ，サ クラエビ，ア カザエ

ピ，ホッコクアカエ ビ， シラエ ビ， ミノエビ，ト ヤマエ

ビ， モエピ類な どの甲殻 類を中 心とした資源生物( 伊

藤,1985 ；松洋 一橋 本,1986 ； 橋本 ・松 澤,1986 ； 村

中,1987 ； 菅生 ・江JEI.1987 ；平本,198? ； 安Ⅲ,1987 ；村

中,1988 ； 青 山,1989 : 土＃j989 ； 青 木,1990 ； 山

崎,1990 ； 藤倉ほ か,1990 ； 河尻,1991 ；安達,1991 ； 小

林 ・ 永井,199 工； 葡家,1991 ；山口,1992 ；金 丸・安

達,1992 ；神 元・浜朗,1992 ； 大橋,1993 ；粕谷,1993 ； 安

達.1993 : 小 谷口,1995 ； 領 家,1995 ； 二 階 堂 ・ 大

津,1997) ，② シロウリガイ類 やノヽ オリムシ類 などの熱水

噴出蕾 または冷水 湧Ⅲ 髻に 見られる化学 合成 生物 群集

(Ok ｕtａｎｉ and Egawa,1985 ；橋 本ほか,1987 ； 太ll ほ

か,1987 ；檎 本ほ か.1988 ；僞 本 ほ か,1990 : 金 ・太

田.1991 ；藤岡 ・村山,1992 : 橋本ほか,1993a ；檎 本ほか

1993b : Hashimoto ｅt ll.,1993 ； 藤倉ほか,1993 ；檎 本・

堀田,1994 : 橋本ほ か,1995 ； 太|llほ か,1995 ； 藤 倉ほ

か,1995 ； 小 鳥ほ か,1995 ； 門馬 ほ か,1995 ；藤 愈ほ

か,1996 ； 小島 ・芦,1996 ； 藤倉ほか.1997 : Hasegawa et

al.,1997)， ③魚 類を含 む表在性 生物椢全般( 檎本 ・堀

田,1985 ； 槊|||,1986 ； 徳留,1986 : ・ 木,1986 ；松 澤 一檎

本,198? ； 誦坪・黄金崎,1987 ； 涌坪,1988 ； 山胴,1988 ；

岡村.1989 ； 同村,1990 ； JII崎,1990 ；藤倉ほ か,1991 ；堀

内ほ か,1994) ， の 三つである．こ のうち岩礁性 の底生生

物に 閭しては， 化学合成生物群集のような局所的 に際だ

Ml g 界r ふの 位 置 り11 図3 ，及 ぴ ｒ し ん か い2(X)Cj と｢Dolphin 3K｣ の 琳 航 地,EI!凵 ＊ 印) 周 辺 の 海 底 地 彫| 蝴C 右| 嵋 。

Fig. I To11 ｕｇral･11111 m 叩of s ｏｕ111wｅsler ● 亅apall sIIo ｗillg llle location af Kfcai Island 吸1 日glII ？3 and dle bathymrli'y around llle di ｗ

ｓildlslerisk maril ･,IIIS 】link112 ㈲(r ｌａｎ{|'ljolphin･3KI･ 【1･ighl  fipuwj.
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つた特徹を示す深海生物群集の調査が精力的に行われて

きた反而，深海岩礁底の大半を占めるそれ以外の底生生

物群集についてはほとんど注目されることはなかった。

著者は1994 年以米，慶良問堆南西糾面（1994 年11 月），

宮古 心北 東の宝 】11曽根（1995 年６月）。 徳之島南方抻

（1996 年５月）の南西諸鳥各地において，榊水調査船「し

んかい2000 」及ぴ遠隔操作無人探索襪「Ｄｏｌｐｈｉｎ-3K 」

を川いて漸深海髻底生生物の生態観察を行ってきた。そ

の結果，漸深海髻岩礁域には海綿動物と刺胞動物がその

他の助物群に比べて圧倒的に優占し，場所により極めて

高密度で分布すること。比軟的高い現存量が維持されて

いること，分布様式かランダムに近似されること。など

が|川らかになった〔藤岡,1995〕。

今回，南西諸μのさらに北側に位置する喜界島南方祠I

において。「しんかい2000 」及び「Dolphin-3 K 」によ

る漸深海帯刺胞動物群集の生態観察を行ったので，その

結果を報告する。

2. 方　　 法

南西請ａ 北沸，喜界島南方約15km 俾，北緯28 °09’，

束経129 °551付近において潜航I澗査を行った（|洌1）。こ

の海城には水深300m の陸棚上に，最浅部150 ～160m

の南北に細長い海底堆があって，その四方は纓斜面を形

成している。北側は綏やかな起伏をなして喜界心南岸に

接続し。堆の南側と束側のはるかilll介いは急斜而を経て

水深数子ｍの曲西屬鳥海泌へと至る。

奄災大心川辺の陸棚上に点在する水深200m 前後の海

雌堆は，1955 年の穂之鳥漁場の発見以米，わかlllにおけ

る右9! なサンゴ漁場のひとつ に数えられている（新谷，

1980 ； 小菅,1987）。しかしながら。潜航Ｆ定地点につい

ては。海図に記罧されている情報を除いて，底生生物榻

はもとより底貿や海底地形さえ明らかではなかった。こ

のため, 1997 年９月5 11 に遠舶操作無人探索機（ＲＯ 

Ｖ:Remotely Ｏｐｅrａtｅｄ Vehicle)「Dolphin-3 K 」を川

いて安全確紹を１ ねた小|洵調査を実施した。 ’jll擔調査し

た水深153 ～375  mのうち。水深200 ～30Cm 前後に岩礁

域の存在が確認されたので，この付近を「しんかい20叩」

の潜航場所に決定した。「しんかい2000 」による潜航は

311 後の9Jj811 に実施した。

水深， 水温， 塩分の３項|| については。「し んかい

2000 」搭載のＳＴＤ測定2S（鶴見杣複製）により全榊航

期問中 を通じて１秒毎4こ測定を行-,た。海底における漉

向と訛速は。「しんかい2000 」|こ111に取り付けてあるサ

ボニアスロータゐ’式の流向流速,ll･（鶴見精機製3 をjljい

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅs.｡14 <149#)

て 測 定 し た か ， 測 定 に 際 し て 艇 を 完 全 に 静 止 さ せ る 必 要

が あ る た め 潜 航 中 数 回 実 施 し た の み で あ る 。「 し ん か い

20｛｝0」 潜 航 中 の 航 走 経 路 に つ い て は ， 母 船 「 な つ し ま 」

の 音 響 航 法 シ ス テ ム に よ り 緯 度 と 経 度 を 随ll 確 認 し ， こ

れ を 基 に 運 航 チ ー 厶 が 作 図 し た も の を 転 写 し た 。

潜 航 中 の 観 察 は ，「 し ん か い2000 」 前 方 下 郎 に 開 口 し

た 直 径12cm の ２ つ の 覗 窓 を 通 し て 目 視 に よ り 行 い ，

35mm ス チ ー ル カ メ ラ に よ り 覗 窓 を 通 し て 随 時 撮 影 し

た 。 ま た ，「 し ん か い2000 」 前 方 に 備 え 付 け て あ る 水 中

テ レ ビ カ メ ラ を 用 い て 潜 航 か ら 浮 上 ま で ビ デ オ 収 録 し ，

後 日 ， 必 要 に 応 じ て こ れ ら の 画 像 を 解 析 し た。 こ の 面 像

に は 記 録 日 時 の 他 ， 深 度 ， 船 首 方 位 ， カ メ ラ 方 位 ， カ メ

ラ 俯 仰 角 が 記 録 さ れ て い る 。 さ ら に 「 し ん か い2000 」 前

而 に 装 飼 さ れ て い る ス テ レ オ カ メ ラ に よ る 撮 彫 を 行 っ

た 。 ス テ レ オ カ メ ラ の 俯 角 は90 喫 ， す な わ ち 覗 愈 直 下

の 底 生 生 物 を 鉛 直 方 向 か ら 見 た 画 像 が 撮 影 出 来 る よ う 調

整 し ， こ れ に 基 づ い て 密 度 や 大 き さ な ど の 定 量 解 析 を 行

っ た 。 ス テ レ オ カ メ ラ 面 像 の 撮 彫 範 囲 と 解 像 度 は ， 海 底

か ら の 距 離 や 対 象 と す る 生 物 に よ っ て 異 な る た め 。 圓 像

ご と に 解 析 し た 。 辟 体 サ イ ズ は 垂 直 方 向 か ら 見 たｌ 体 の

長 径 と し た 。

一 方 ，「D01phin-3K 」 に つ い て は 運 航 チ ー 厶 が ビ デ

オ 収 録 を 行 っ た か ， 潜 航 か ら 浮 上 ま で の 全 潜 航 記 録 を 含

ん で い た 。 こ れ に つ い て も 非 常 に 鮮 明 な 映 像 か 得 ら れ て

い た た め ， 有 用 な 資 料 と な っ た 。

主 要 な 利 胞 動 物 は ，「 し ん か い200 ｛｝」 前 方 に 搭 載 し て

あ る マ ニ ピ ュ レ ー タ ー に よ っ て 群 体 の 試 科 採 集 を 行 っ

た｡ こ れ ら の 試 料 は 裸 集 物 袙 に 収 納 し て そ の ま ま 浮 上 し ，

母 船 「 な つ し ま 」 の 実 験 室 内 に お い て ホ ル マ リ ン で 囚 定

し た 後 。 持 ち 帰 っ て 標 本 に し た 。 標 本 の 査 定 は ，

Ｂｏscbma （1953 ），Ｂｏｓcllnla（1957 ），岡 田 ・ 内Ill (I960),

内 田U961 ），同 Ⅲ （1965 ）， 生 物 学 御 研 究 所 （1968 ），内

海 （1975 ）， 西 村 （1992 ）な ど を 参 考 と し ， ア カ サ ン ゴ

（Kjｓhinc ｕｙｅ,1903 ； Kishinouye,lS04 ； 1.;!ｔ,1904 ） と キ

セ ル サ ン ゴ （ilTI,1941 ） に つ い て は 原 記 載 の 確 認 を 行

っ た 。

3. 結　　 果

（1）潜航結果の概要

「しんかい2000 」及び「Doll,11111 -3 K」の航 走軌郎を図

２に，潜航,ｌ 録 の概要を衣１に，そ れぞ れ示した。rＤｏＩ･

phin
 -3 K

」は.叱絳28 ゛09.57’.東経129 °54.08･の水深375

m の 岩盤11 こ冫?底 した．ここ からほぽ 朿|有家方向に禮や

かな斜laiをかけあが･j た後．水深200m 前後の’1りLliiliを
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Ｍ ２ 榊 水 調 査 船 ｒし ん かい2000j （実 箱 ） お よ び遠 隔 禰 作 無 人 探 索 竇 「Delpllill－3K 」（礦 楾 ） の 附 航 航 跡 Ｍ 。

」･｡:海 底ｆ 面lgl.F ； 断 面|埓。 鉛 直 方向 に 約1.５悋 に 拡 大 。 ▼ ：ａ 底 尨 ， ▲ ；癨 膿 点 。

Ｒｇ.2 Track tines during the dives ｅｎｌｌｅ sｕｂｍｅrｓiblc ¨Shinkaj 2000 ’ (solid tines) and the r ｅｍ０１ｅｌｙ 叩ｅr越ed ｖｅ】licle ･Dol|£iin･3『

（ｂrｏｋｅｎ lines). Upper:horizontal ｉｅw. Ｂｅｌｏw: cross-section ａ１０１ｇ ｌｈｅ track linc. ″ｎｌｅ vertical eχl衂 ｅralion is c・｡ 1.5.ｙ:

landing point ▲ ；tｓｋｅｃｌｌｘlint.

衣１ 心 隔 操 作 無 人 慌 索 機 「Dolphin  -3 K 」 第346 潜 航 お よ び 潜 水 調 礎 船 「 し ん か い2 ∽0 」 第971 潜 航 の 気 安 。

Table １ Outline oflhe dive #346  of remotely  operated  vehicic'‘DQlphin-3KIlandlhedi ｖｅ 衂71 of  submersible “Shinkai 20（χ）` ｡

Do  J ph in-3K

潜航N0.

年 月　日

海　　 域

着 座 点

潮 底 点

航 走 距 蘊

深　　 度

溜 觚時 刻

潜 航時 間

底　　 質

流　　 速

346

1997*9 月５日

喜界島南方

し ん か い2000

971

1997 年９月８日

喜界 島 南 方

28'09.571N 129'54.081  £　28'09.571M 129 ‘ 54.27'E

28°08.94‘N 129' 55.56'E　28'09.151M 129" 55.08'E

釣2,900m

153  ― 375m

12:39 ～15:12

2時間33 分

岩盤／砂泥

釣 ２，６００ｍ

１９５～313m

０９：２６～ １５：{１１

５時 間 ３５分

岩 盤 ／ 砂 泥

０ ～0.25knot
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軽て，北稗28'C8.94'，東経129 °55.561の水深153  ra地点

にて離底した。この間の航走距離は約2.900m ，潜航時

間は２時 間33 分であった。離底地点は，喜界島南方に位

iRする海底堆のほほ頂上に相当するものと耋定される。

一一方｢ しんかい2000｣ は，｢Dolphin-3  K｣ の磨底地

点から約300m 東側，北緯28 °09.571，東経129 °54.27',

水深313  mの岩雛上に着底した。やはり東南東に向かっ

て｢Dolphin-3K｣ とほほ同じコースをたどりなから，

北緯28 °㈲｡15'，東経129*55.08*. 水深195m 地点にて雌

底した。この岡の航走距離は約2,600m. 潜航畤11Uは５

時HI 35分であった。

｢しんかい20C》O｣の潜航畤及び浮上畤の，各水深に対

する水温と塩分の１秒毎の変化を図３に示した。表層～

水深数ｍの極浅海城と底川航走申の隹には，稀に異常伯

が発生することがあったため，データから除外した。水

温は衣層から水深およそ1{}Om までは27.1～28.6℃で安

定してい るが，水深100 ～150  m付透で急 激に低下し。

雌削では18.6～20.1ｔ の範囲であった。塩分もやはり表

川から水裸およそ100m までは34.4～34.7で安定してい

るが，それ以深では徐々に増加鯒向を示し。底廻では

35.0前後の隹となった。水温，塩分は共に榊航畤と浮上

時でやや異なる傾向が記められた。特に， 水深110 ～

150  mのll･では，浮上時は榊航時に比べて水温が最大

4℃低めに，塩分は最大約0.7高めに推移した。

「しんかい2000 」は午前9 畤26 分より潜航をll始し，

約26 分かけて同９畤52 分に水深313  m の地点に着底し

た。透明度は10 ～20m と良好で， 表屆から底層に至る

までわずかではあるが懸躅粒子が確認された。海底付近

の瀘速は比敕的緩やかで，全潜航朗問を通してO ～

0.25knolの範・ であった。

海底地彫は傾斜はあるものの比較的平坦で，底賢は岩

盤が主体であった。 岩盤表面に・ く砂や泥が被っていた

り，y: 盤川のくぽみに砂か堆積していることもあった。

鳩所によっては広範囲にわたって砂底が続いていた。岩

盤の高さは最大lm 程度で。直径数cm ～10cm 程度の浅

い凹凸が随所に認められた。岩盤の緑辺鄙には１.類が集

合して見られる場所があった。

「しんかい2000 」が海底に瞿する際。高さ２ｍ近くま

Ｍ ３ 「 し ん か い ａｇＯ」 の 潜 航 畤 及 ぴ 浮11 畤 の 水 泌UI: 网 ｝ と 塲 分 （ 右|司l の 鎧11｛ 変 化 。

Ｓ Ｔ Ｄ に よ| ｝１秒 毎 に 測 定 し た も の か ら 。 衣 駲 付 近 及 び 底 肘 移 砌II･ の デ ー タ を 除 い て 。 令 血 プ ロ フ ト し た､、

ｎ ｇ.:I VI･I･ ｌｉｅａＩ ｃｈｌｎｇｅ５ ０１ ■water kmpl･ral ｕrt･ （lell）alld salil･lily 4righll r ｔｃｏｎｌｅｄ ｂy STD installed 111 111e ･･Shinkai i 匐『.  All  (laid

lllel ｓll･d al i ●leivlls or l 
ｓeec11d lhnlllg11 倶11tlledi ｗ 。･ａ･fpk ）Ｕｃｄ.
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で砂泥が舞い上がって視界を遮るが，数秒以内の比較的

短時間で視界は回復した。 また砂底峨において「Ｄｏ１･

phin-3K 」が搭繊している注状採泥器によりコアサン

プリングを行うと，底質には約10cm 程度容易に挿入出

来るものの，海底より持ち上げた直後に採取物がすぐに

脱落した。これらのことからこの地点の底貿は泥ではな

く，多少垠い砂粒を中心に構 成されていると推定され

た。

（2） 底 生 生 物 相 の 観 察

今 回 ，「 し ん か い2000 」 に よ っ て 採 災 さ れ た 刺 胞 助 物

は ， 表 ２に 示 し た と お り ， ヒ ド ロ 虫 綱 ２ 属 ２槌 と 花 虫 綱 １

属 １種 の 合 計 ３ 毬 で あ る 。 こ の う ち ナ ン ヨ ウ ギ サ ン ゴ

(Stylaster  elegi･2gs）（ 写 真1 ～2 ） は 本 邦 初 記 録 で あ る が ，

Ｓ.ｇ 夕■iguineus や Ｓ. 。ｓ,s と シ ノ ニ ム で あ る と い う 見 解

もあ り （Ｂｏｓｃｈｍａ,1957 ）， 詳 し い 分 類 学 的 考 証 が 必 要 と

思 わ れ る 。

喜 界 島 南 方 に お い て は ， こ の ナ ン ヨ ウ ギ サ ン ゴ と キ セ

ル サ ン ゴ （ぷｓ 滷 ㎡a  yabei)  ( 写 奥3 ～4 ） は 高 き 度 で 分

布 し ， 特 に 水 深210 ～275  m 付 近 の 緩 斜 而 と200 ～205m

付 近 の 平 坦 部 で は 場 所 に よ っ て 優 占 種 と な る こ と が あ っ

た 。 一 方, 量 的 に は 少 な い も の の ア カ サ ン ゴCCoratlium

y郎ｇ･･ａｓ ）（写 真5 ～6 ）の 生 息 も 確 認 さ れ た 。

そ れ 以 外 の 刺 胞 助 物 と し て は ， ケ ツ ノ サ ン ゴ(Parati-

Xx卸 哨ａ Ｘａ ｇ匈･’ｕ ）， イ ト ス ギ 類 （＆ 凶 邨α詒芻 ｓpp.）， ネ

ジレカラマ ツ{Cirripathes  spire･11s）等のウミカラマツ罸

（AJ16pathidae ）の仲間と， ミソヤ ギ｛7ｕａ１１鈿 鈿・・x ｝，

1 ゲハネウチ ワ類（Ｒs,－･zrelia Spp.},トゲヤギ類（ＡＣａ-

thogoφi＆ｅ）砕のヤギ目（Ｇ・rgonacea) の刳I同が頻繁に

観察され た（写真11 ～12 ）。特 に， ト ゲヤギ斟 （Ａｃａｎ･

tｈｏｇｏｒgjidae）に属す ると思 われる 数種につ いて は，珊

所 によっては優占槌 となっ た（写真卜2）。 祠」胞動物の群

隹 が多 数見られる場所では，群体が一定の方向 を向いて

林立している様子をしば しば観察するこ とが出 来た（写

真７～８で特に 顕著）。

表在性の底生生物は, 砂泥底よりも岩盤上で多か った。

さらに岩盤 の琳出が顕蕎な踊所ほ ど， 悔綿喝物 よりも刺

胞働物の占 める割合が高くなる傾向か露められた。 この

傾向はナ ンヨウ ギサ ンゴやキセルサンゴ響の刺胞 鵐物で

特に顕著であるのに対して， イト スギ類やミソヤギ等に

つ いては多 少砂泥の堆積 した鳩所でも分布してい るこ と

が多かった。 また， 完全な砂底において は，多毛 節の儔

廿が点在するほか， ウ ミエ ラ頬 やハナギ ンチ ャク煩な ど

の刹胞助物 も棍認された。

一方, 海綿助物につ いては種の|珂定を行って いない が，

刺胞助物 と|司様に 鳥い多 様性を示 した。 群体の形態は塊

状，円 筒状，杯 状，壷 状， と様４で， 直径数ｃｍ以 下の

小 型の ものから数十cm を越え る大刈のものまで 数多く

の棧が出現 した（写真9 ～10 ）。

衣 ２ 「 し ん か い2000 」 に よ っ て 探 集 し た4 そな 刹 胞 勣 物 の 分 飢 学 的 リ ス ト 。

Table  2 １ゝｘｏｎｏｍｋ ｌｉｓtｏｆｃｎｉｄａrill ｓcollect ｅｄ ｄｕringlhedi ｖｅｏｆ“Shinkai  2000"

P  hyIun Cni dar ia （Coelenterat ａ） 刺胞動勧（ 腔腸動 物）

Class Hydr ｏxoa

Order Sty  I aster  i na

Fam  i I y Sty  I aster  i dae

ヒドロ 虫綱

サンゴモドキ目

サンゴモ ドキ科

Styiaster eiegans Verr  ill. 1B64　 ナンヨウギサンi

Steno力∂/･I∂ｙａかlj（ESuchi ，1941） キセ ルサンｊ

Class Ａｎｔｈｏｉｏａ　　　　　　 花虫綱

Subclass Octocoral  I i£　　　 八方サン ゴ亜 綱

Order ＧｏｒＳｃｎａｃｅａ　　　　　 ヤギ目

Falily Cora  11i idae　　　　　　 サン ゴ科

Eoｒ∂/ i turn j∂ρ∂f,jc£,。Kishinouye.  1904　 ア カサン ゴ

JAMSTEC  J. Deep Sea Ｒｅｓ.，14（1998 ）
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（3）ステレオカメラ画像の解析

「しんかい2000 」のステレオカメラで搬影した画像の

中から，刺胞助物と海綿助物か高密度で分布するものを

合計18 画像選択し，定量解析を行った。刺胞助物が優

占する両像例を写真７～８に。 海綿動物か優占する画像

例を写真9～10 に，それぞれ示した。

撮影した範囲については，「しんかい2000 」潜航中の

海底からの高さ，すなわち海底－カメラ冏の距離により

表 ３ 「 し ん か い20 （X）』 に よ っ て 撮 彫 し た ス テ レ オ カ メ ラ 函 莚 の 舳 析 結 米 。 解 析 画 像 妝 は18. 「 し ん か い ２０００」 と 海 底1 闥の 距 離 や 撮

影 し た 角 度 に よ っ て ， 撮 影 範 圃 や 解 像 度 ｛ 判 別 可 聡 な 及 小 群 体 サ イ ズ ｝ が 異 な る 。

Table  3 Results ０１ analysts ror 18 ｓllrｔＱｇｆｌｐｂｓ tａｋｅｎ ｂy ’IShiaki gf ｓｎ“ . Ｔｂｅ ｓ ｎ･ｅｙ ｌｒｅａ and (he ｉｅｓｏｋtｉａｎ of ｇｅｒｅ９●４ｐｈｓ differ

ａｌｃｏｉｄｉ㎎t ｏtｈｅｃａｉｌｅｒｌ 酊ｌｇｌｅｌｌｄthedi ｓtａｌｃｌ ｂｅtwｌｅｎｌｂｅｋ ｌtｏｍ ａｎｄ“*Shinkai  2000 ”，

Ｍ ４ 剥 胞 勁 物 の 膠 体 数 密 度 と 海 綿 鉤 物 の 蓐 体 験密 度 と の 閥 籐 。｢ し ん か い 加 勍｣ に よ･｣ で 娩 彫 し た18 枚 の 冫ζヂ レ 寸ｉ メ ラ 画 像 に 基

づ い て解 価 し た 結 果 であll 、 各 点ljl 画 僮 分 の デ ー タ に 対 応 す る 。 地 形 や 徴舶|環 峨 か 魯 ず し も 均 一で は ない か 。 両 者の 鬪 に は

弱 い ｎ の 相 関 か 認 め ら れ る( 危 険 率6 ％) 。

Pi*.  4　 Ｒｅｌａｌｉｏａｓllip be･wｉｅｎｃｏｌｏ吋d ㎝ ｓilk･ｓ af elljdarilllｓlnd 萼ｘ,Ｑｇs llledat 晟ｗａ？ おlilyged klln lhe 謀 ｓ4們'ｅｑlalph ｓ taken by

“S1111ka12a) ０'I.A11egaliv ｅｅ０１Ｔｒlali｡Ｉ ｃａｌｌｂｅｌ･ｅａ)ｇｎｉｌｅｄ( １ ●0.05)｡

JAMST6C  J. Deep Ｓｅａ Ｒｅs.，14（圀 眄
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μ15 剌胞 動 物 と 海 綿 動 鴇 の 芻 休 サ イ ズ 別 碵 度 分 布 。｢ し ん か い20110｣ に よ っ て 撮 彫 し た18 枚 の ス テ レ オ カ メ ラ 両 良 に 基 づ い て.  IS

if 方 向 か ら 見 た 群 体 の 長 径を 測 定 し た.

Fig.5 Slelr ｅｑuｅｎｃydiｓtriblliQ1011hea} ｌｅｎｉｅs91cnid･rians  and  conges.  Hie size is ｌｌｅａ別red based on llle sler ・ｏｇrap 】lｓlakcll 勿

"Shinkai  2000".

1*16 1 休 裁鴨| 彙IN/1112j とｌ 体 の･|!均 長ii finm 】 と の|閹係 。ﾒlｙ 刺1胞鈍 物 。 右 ： 海 綿 助 物.

I'W-fi Rolali｡ ｎship 】】l･lｓ･e4･n,:1,1,311y(ｌｅｎsilies lN/112)alld m,･an lnlj｡|･dia 闥ａｅrl,rlll,･ff,lalli,ヽs.

lj･ll:{･meiarians. rielil: ｉｌｏｎｇｌ's･

５２Ｓ
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異なる。個別に計算したところ，ここで級った18 両像

の対象湎秡は1.0～7.qm2 の範囲であった（爽3 ）。 両像

の解像度（判別可能な最小群体サイズ）は対糸物によっ

てやや異なり，色彩の鮮やかな生物，あるいは板状や紐

状よりもFlj形に近い生物の方が判別が容易であった。し

たがって，扇型の排体が多い刺胞鳥物よりも亜球形が多

い海綿鳧物の方が解像度か高く，前者で28.1ヽ･64.3mm,

後者で16.8 ～46.９ｍｍの範麗となった。この方法では，

単体サンゴのような小型生物の判別が困難であるため，

過小評価している可能性がある。

刺胞助勧の諄体数密度と海綿蜀物の群体散密皮との関

係を，1111愕ill［線と共に図４に示した。ここでは全ての画

鐡の地形が同一なわけではなく， またそれぞれの画像内

における分布状況も均一ではないため，厳絡な比較は困

鬣である。しかしながら大まかな傾向として， 両者の間

には危険率6 ％という弱い負の翻|刈が認められた。

刺胞動物と海綿動物の群体サイズ別頻度分布を，図５

にヒ ストグラムで示した。刺胞助物では300mm を赳え

るものも含まれるなど，海綿助物に比べて大型郡体の制

合がａ くなる傾向が見られた。画像紅の・ 体跂密度と群

体の’|゙均艮確との関係については，刺胞勁物。海綿助勧

JIに明瞭な傾向は認められなかった（1116）。

4. 考　 塀

漸深海蜀の底心生物に関する生鯉調査は，ほとんどの

場介砂ila底において実施されてきたため，岩礁域に分布

lll心をもつヤギ網やサンゴモドキ観などの刺胞助物につ

いては比較的闔 哢な 記述にとど まって いた（例えば.

0hla,1983 ； 橋本・堀Ⅲ.1985 ； ^111.1936 ； 松il ・ 檎

本.1987 ； 山詞,1988 ； 匐坪,1988 ； Fujita and Ohla ，

1989 ； 藤倉ほ か,1991 ；堀内 ほか.1994 ； 太IU ほか，

1995 : 藤介ほか,1995｝．刺胞動物をIEII的とする研究と

しては， 人森（1986 ）によるオトヒメハナガサの観察，

|･.地（1967），西島ほか（1969），新谷（1990）らによるサ

ンゴft {Coraiii・ｓ｝の亀態観察，などごく限られた｝11

見しか得られていない．

しかし，近年実施された「Ｄ・lphin-3 K」及ぴ「しん

かい2000 」による 一連の潜航調査により．漸深海懼冫;礁

城には海柘動物と刺胞動物がその他の動物群に比べてJIE

倒的に優占し, 場所により極めて高密度で分布すること，

比較的ａ い現存Saが維持されていること， 分4』･様式かラ

ンダムに近似されること，などが11』らかにな･,た（藤

川.1995）． 今【･11のｇ 界ぶ5南方における潜航調査は．これ

らの砧 罘とjt 通する特倣を示しており，刺胞動狗俳ｌ と

JAMSTEC  J. Deep Sea R≪$.. 14 (19!岡

海 綿 助 物 群 集 か ， 芻 査 海 域 は も と よ り 広 く 南 西 諸 鳥 全 域

の 漸 深 海 帯 岩 礁 底 に お い て 最 も 卓 越 す る 動 物 群 集 で あ る

こ と を 示 唆 し て い る 。

し か し な が ら ， 各 海 域･l で 山 現 種 に 若 干 の 差 翼 が 認 め

ら れ た 。 例 え ば ， 慶 良 同 堆 南 西 斜 而 で 優 占 種 の ー つ に あ

げ ら れ た ダ メ サ ン ゴ の 近 縁 種(Stylaster s ｐ.） は ， 今 回 喜

界 島 南 方 で 見 ら れ た ナ ン ヨ ウ ギ 号 ン ゴ （SM ｓfg・ｄｇ 。。 ）

と 同 じ 属 に 含 ま れ ， 生 心 状 況 も 酷 似 し て い る が ， 明 ら か

に 別 種 で あ る 。 ま た 。 今 回 し ば し ば 観 察 さ れ た ミ ソ ヤ ギ

（μ ｘ ㎡ｌｇμｇ ｓ ）や ネ ジ レ カ ラ マ ツ(Cirripath ・is spiralis)

に つ い て は ， 従 来 調 査 し た 海 域 で は ほ と ん ど 出 現 し な か

っ た 。 逆 に ， 慶 良 鬩 堆 南 西 斜 面 で 優 占 秡 の ひ と つ に 数 え

ら れ た オ オ キ ン ヤ ギ 科 ＣＰｉ ａ ｏｋｊａｅ） のl･ ゲ ハ ネ ウ チ り 類

（５, ｓｓ㎡la spp.) に つ い て は ， 今 回 の 調 査 で は ほ と ん ど

確 認 さ れ な か っ た。

一 般 に ， 深 海 生 物 は 汎 存 種 （ｃｃsmopililajl species) で

あ っ た り ， あ る い は 比 較 的 広 域 に 分 布 す る こ と が 多 い

｛堀 越 ・ 菊 池,1976 ｝ た め 。 出 現 種 組 成 に 見 ら れ た こ う し

た 差 異 が た た ち に 地 理 的 な 分 布 を 表 し て い る と 考 え 簟

く ， む し ろ 微 細 な 生 息 環 境 を 比 較 す る 必 要 か あ る 。 南 西

海lg 水 産 研 究 所（1998 ） に よ れ ば 。 奄 美 大 島・ 辺 に お け

る 水 深200m の 水 温 は ， 年lj･を 通 じ て19 ～21 ℃ 前 後 で

安 定 し て い る 。 こ の 値 は ， 今 旧 ＳＴ Ｄ に よ っ て 測 定 さ れ

た 碵 と よ く ー 数 し て い る 。 こ れ に 対 し て ， 慶 良 間 堆 南 西

斜 而 は よ り|吋 方 に 位il し て い る に も か か わ ら ず ， 底 層 水

温 は17 ℃ 前 後 で あ り （藤 岡｡1995 ）， 今I可の 喜 桴 鳥丿紂方 沖

の 底 肘 水 濫 よ り もお よ そ3 ℃ も 低 く な っ て い る 。 ナ ン ヨ

ウ ギ サ ン ゴ か ミ ク ロ ネ シ ア や ポ リ ネ シ ア な ど の 熱 帯 太ｆ

洋 各 地 に 広 く 分 布 す る の に 対 し て ， ダ メ サ ン ゴ や ト ゲ ハ

ネ ウ チ ワ はIJI 哇 議ａ や11 模 湾 な ど の よl ）高 倚 度 地 ゐ’に 分

布 す る （Ｂｏｓｃ）ｌｍａ.1957 : NIU.L965 ； 生 物 学 研 究

所,1968 ）。 こ う し たｇ 境 条 件 と 紬 の 生 物 特 性 を 考 慮 す る

と 。 哽 良 閥 堆|潜西 斜 面 と 喜 界 島 甫 方 で に ら れ た 優 占 種 の

差 翼 が ， 海 蛾 の 庭 層 水 溢 条 件 を 反 映 し て い るIlf能 偉 か 示

唆 さ れ る 。

堀 越 ・ 堪丿池(19765 は 深 海 性 底 生/|ｼ物 群 集 の 食 性 に っ

い て 検,llし ， 深 海 堆 や 陸 膕 縁 辺 部 な ど の 肩 状 部 や 高 ま り

に は 七 ス １ ン 食性 が 多 く ， 一方 陸 棚 斜| 酊の よ う な‘|り11澗

に は デ ト ラ イ タ ス 食 性 の も の が 多 い こ と を 明 ら か に し て

゛ る 。 さ ら に 披 ら は 。 こ の 分4
』･の 相 違 が 底 貿 や 底 層 流 と

密 接 に 関 係 し てお り ， セ ス ト ン 食 矜 が デ ト ラ ４ タ ス 食 器

よ り 粒 度 組 成 が 芻 い 底 貿 を 好 む 傾 向 か あ る こ と を 指 擴 し

て い る 。 こ れ ら の 差 典は 。 刺 砲 助 物 や 海 綿 動 物 の よ う な

冫;優 性 １.物 と 。 鳳 形 動 物 多 毛類 やI歐 体 動 物 斧 足 類 の よ う

５２９



な埋 在性生物との差を，マ クロな視点から比較する際に

適用される考え方であり， 本調査を含め南西 諸島各地に

おける漸深海傴底性 生勧の澗査で も追認される。

今回 の調査では さらに， 同じ岩礁性生物で も徴綢な 地

形や環境により， 分布に 片寄りか見られるこ とが明 らか

にな９ た。すなわち。 刺胞 動物 （ここでは主として サン

ゴモドキ鬣とヤギ類） と海綿助物はいずれ も砂泥の堆秘

が少なく岩盤が露出するほ ど高い 翻度で 認めら れたが，

刺胞動物は海綿動物に比べて特にそ の傾向 が顕著であ っ

た。 出裂した刺胞動物や海綿動物 の種ごとに，醂を厳密

に 定義するこ とは困難であるが， 一般論として両 者の餌

の稙類やサイズには差異が認めら れる。 刺胞助物は 主と

して動物食であ り，群体を形成するもので はポIJ プ が小

さい ため微小プランクト ンなどを摂取し， 特にヒドロ虫

鷲では甲殻順を擂食するこ とが多い （内 田,1961 ； Ｂａrlle亀

1974 ）｡一方， 尋宿海綿類では 鞭毛により水中の徹朗 な食

物を繼胞体や襟の外・ に付着させ，これを細胞体内に摂

取する（谷田｡1961 ； Margulis and Sch ｗａrtｘ,19&2）。

岩盤が露出 した場所で は底居蘆が強いため，刺胞 助物

のポリプによる微小プ ランクト ンの捕擶が効率的に 行わ

れる。これに対して，底層流が緤留した場所では セデ ィ

メントが堆積しやすく， 海綿動物の摂餌に より適した環

境か提供される。 したがって，先に述べ た刺胞動物 と海

綿畤物とのｓ鈿な生息畷境をめぐる差異は。こう した摂

鯑器官の機能を反映し たものであ ると考えるこ とが 川来

る。

漁業資源 として 重妛なサ ンゴ属 ｛Ｃ。・Ilium) につ い

ては，本闘査で 少数な がら観察出 来た。奄 美謬IQ・ 辺と

並んでわが|爿のlt 要な サンゴ漁場 かある小 笠原諸鳥J.ll辺

海域においては，「しんかい2000 」による底生生物 調査

がこ れまで: 疫にわたって実施 されているが，サ ンゴ属

の生心は確認 されていない （岡村,1989 ； 岡村,1990 ）。こ

れに対して，illl縄 本鳥及び 八重山 諦島朋 辺にお いては，

淋水調査船 「よみうりり」の調査により。 サ ンゴ属の生

息が確認されている（11 地,19437 ； 西島ほ か,1969）。また，

淋水艇「はくよう」に よるサンゴ原木の採収は, 1972 年

以 米現 在に１ る まで 継 続 し て 火 施 さ れて い る （新

谷,1980 ； 藤|昿1996 ）。

サンゴ属 の生心最適水温は18 －21 ｔ であ ると 号えら

れ，礫やｎ 盤などの底貿にのみ分布している。 西励ほか

｛1969 μよサンゴ属 が分布するための地 形として， ｜「水

深240m 前後の･1り1!地に頂|･｡の深度か200ml 誨後の「iま

たはj6 棡状地喞が発達する」，2.r 近くに 海底谷あ るい

は忽傾斜 の深みが作在する｡』という･｡つ の特徴を指摘し

ている。南西諸励に広がる曽根はこうした地形が中心4こ

なっている( 藤岡,1996) 。 今回 調査し た喜界島 商方ijlの

陵棚 上に 発達 した堆 におい て もこう した特 徴が 認めら

れ， 底貿や海底地形は サンゴ属 の生息に適しているもの

と推察される。

奄美諸島周辺がサ ンゴ屆の生息鳩所 として好 適な条件

を備えているこ とが， 今回の喜界島附方を合 む一巡の潜

航調奏で裏付けられた。 これ までに公 表されている知見

に よれば， わが国周辺におけ るサンゴ属の地 珊1的分布は

サ ンゴ漁場 と完全に 一致している( 藤岡,1996) 。 このこ

とは， 裏を返せば，現 在まで に本格的な資源調査や分布

調査か全く実鈍されていなかったということを意味して

い る。 そのために適切な資源管理が 行われず， 従来から

知られている サンゴ漁場の中 には， 短期集中的 な漁麦圧

に より 生息密 皮の忽 激な 低下 を扣い て きた場所 もあ る

(北原,1904 : 森田,1974a ； 轟|II,197仙 ；森HI  ,1975 ；新

谷,1980 ；小竹,1987 ； 藤岡,1996) 。生態特性や 漁場発 兇

の偶然性から推察すると，サ ンゴ属 の分布蛾 は，現 在知

ら れて いる範 囲よ りもは るかに 広 大にな る可 能性があ

る。 サ ンゴ柘の地理的 分布は もとより。 生鵬分布や現 存

JII. さらに成長速 度や生活 史など， 資i嵋批推定のために

解明すべ き課題は|||積みされており。 今後， 潜水飼企舶

や水中テ レピロポな どを駆使 して， さまざ まな瓮|【見を蓄

積 させてい くことが重要である。

閾　　 辞

今回の潜航を実施するにあたり，依旧代志男司令，伊

鹵 一寿潜航L ，松本恵太潜航|:をはじめとする海洋利一乍

技術センターの「しんかい20｛｝0」及ぴ「Dolphin-3  K」

の各連航チームの杵様方，ならびに母船「なつしま」の

乗組員の梼様方には多大な便宜を図っていただきまし

た。また本研究を掘進するにあたっては。人il:隆・ 外海

I調礎研究部長（現：・ 潮研究部艮）をはじめとする鹵西

海Ix水産研究所（現:Ilj 央水産研究所）の皆様 方には。

調査の１餃きから本徊の呱nljに１るまでご揺助いただき

ました。以ll の方々に感謝IIIし|:げます。
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P110101Speci 鬮enofSIμαjlfｒdglgcoIlecledby'IS111nka120eO'I.

町 真･3　r し ん かい210el に よ| 川 覃馭 し た キセ･ レサ ンゴ 『ｓM1111 ぞ加

芦&ｌ』･｝ 牒 体 の 標 本 町 真、
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町 叺 ５　' し ん か い21｣ ・| り こ よ|} 採 収 し た ７ 力 升 ン ゴl(･,jl ㎡jia,lj

μ'tprn････'･･･・j a 一体 の 標 本 町a
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5,御

町 輿 ２ ナ ン ヨ ウ ギ サ ン ゴ( Ｓびosier el 哩ai) 酲,体 の 生 態 写 真 。 水

深203m 。 町 真 Ｉの 様 本 と は りIJの 膺 体 で あ る 。

Phot4) ２ Ｕｎｄｃｒ丶vａｌｅr obs ｅrｖalioll 陷r li､･ｉｌｌｇ colony ０１ Slylaster ｅｌｅ･
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sｐｅｃｉｍｅｎ ｏr 1110to l.
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207111. 中 央lt 鴟 の 群 体 が 町 真 ３の 標 本 とIli』 一肩 体 で あ る..

111010 4　Undeitvaicr  observation foi･living ｃｏ】0111es 0151fll ∂11djg

)giei.|)el}11l ， 2071･1. ＴｈｅＱｅ】ｏｎy 01 111e fal･ si{k IS 141clllicill

wilhE11cspccilllenlfPllolo3.
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111　　11
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町 真 ７　 ｒＬ ん かい2000 」 の ス テ レ オ カ メ ラ に よ り 撮 彰 し た 刺 胞

動 物 擂 染 の 鉛 直 肉 像 。

水 深200m 。こ の 写 真 は ，お よ そ1.8n12 の 両 積 に 相 ゛iす る 。

Ｐ柚107 Asler ｃｏｇrip11 101･ ｖｅrlical view ０１ cnidarian c011111ｕnity.

Depth-200m.  This photo covers ａ. 1 ふn2  in area.

町 偬 ９｢ 廴ん か い2000｣ の ス テ レ オカ メ ラ に よ り撮 彰 し た 海紹
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水 深20011. こ のり 貞lj. お よ そ1.8112 の ぽlilに 椢 ゛;す る 。
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写a11 漸深海帶岩紘域で観察された剌胞勁物部集．水深洳31n、

町 真 ８　 「し ん か い2000 」 の ステ レ オ カメ ラ に よ り撮 彫し た 刺 胞

動 物 群 集 の鉛 直 画 像，

水 深203m 。こ の写 良 は。お よ そ1,1m2 の 面 積 に相 当 す る 。

Ｐｈ０１０８ ＡsIcr ｃｏｇrapllfo ｒｖｅrtical view of cnidariall ccmm ｕnky.
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写11110　 「し ん か い2( χ)C｣ の ステ レオ カ メラ に よ り儼 影し た 海綿

動 物 群 啝の 鉛11(肖 膾 。

水 深2 仭nl. こ の 町 良は 。お よ そ3.9m* の 哂i粫 に 相｀liす る。

FhnlolQ A slcr ｅｏｇrapll for ｖel･licll ｖiew of ｓＳＪ１１ｇｅ community･

Dcplll･200m.  This phllc a 〕ｖｒlｓrａ.3,91112 11 al･･≪L
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